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　群馬県の生乳卸ＭＭＪ（茂木修一社長）が、十勝管内を含む道内の契約農家からの生乳集荷を、品質異常を理由

に昨年下旬から停止していることが、18日分かった。関係者によると、管内の農家６戸のうち１戸が現在も出荷で

きずに生乳を廃棄している。出荷先をホクレンに戻す酪農家も出ている。

　【大樹】雪印メグミルク（本社東京）は13日、主力チーズ工場の大樹工場（大樹町緑町35、和泉洋工場長）にカ

マンベールチーズの増産を目的とした新棟を建設すると発表した。約70億円を投資して６月に着工、2022年度中の

稼働を予定している。
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ＭＭＪが品質理由に集乳停止　一部農家で生乳廃棄　� 2020年３月18日

カマンベール増産へ新棟　70億円、６月着工　雪印大樹工場� 2020年５月14日

　ＭＭＪは2002年に設立。ホクレンなど指定生乳生産者

団体以外の卸業者（アウトサイダー）として、道内外の

酪農家から生乳を仕入れ、本州の乳業会社に出荷してき

た。規制緩和によって18年、国が支払う補給金の対象事

業者になった。昨年12月時点で全国100戸、道内36戸が

出荷。管内は６戸をまとめて集乳している。

　関係者によると、管内では昨年12月、生乳の簡易検査

の結果、４戸の生乳について「品質基準に合わない」と

して集荷が停止された。１戸は改善されたとして翌１月

に再開し、別の１戸は経営が変わってホクレンに出荷先

を変更。残り２戸は現在も生乳が出荷できない状態が続

　同日発表の20～22年度中期経営計画で示された「チー

ズ事業の戦略的拡大」の一環。大樹工場は13年に「さけ

るチーズ」の増産に向けた新棟を68億円で建設している

が、今回の新棟建設で、チーズの生産体制をさらに充実

させる。

　カマンベールチーズの新棟建設は、老朽化した包装工

程設備を更新して行う。年間生産量などは非公表。

　大樹工場ではこのほか、増産に向けて、地下水の導入

や排水処理、電力設備などの生産基盤を強化。「さける

チーズ」の生産は、人工知能（ＡＩ）の自動検品によっ

て、作業の効率化と増産への対応を図る。

　同社は「国産家庭用チーズの需要は家飲みなどで堅調

に増加している。今後も市場の拡大が見込まれる中、大

樹工場を通じて良質な生乳による乳製品を提供したい」

としている。

　大樹工場は大樹、広尾の両町から生乳を受け入れ、従

業員数は約300人。1957年に建設。地域と縁が深く、大

き、１戸は４月からホクレンへ戻り、残り１戸は経営譲

渡する方針だ。

　出荷停止となった酪農家はオホーツク管内にも複数あ

るとみられる。十勝管内では現在３戸から１日約40トン

を集乳している。茂木社長は「まじめにやっている農家

の牛乳が売れなくなり、経済的負担が強いられるのはお

かしい。状況が変われば集荷できる」と話す。

　ただ集荷を停止された酪農家は、品質基準などの対応

に疑問を示し、「自分たちで行った検査では問題はなか

った。飲用乳の需要が落ちる時期に合わせた生産調整で

はないか」と憤りの声を上げている。

樹町内では、カマンベールチーズにバジルやブラックペ

ッパーをまぶした限定商品「大樹物語　香りをはさんだ

カマンベールチーズ」を販売している。

カマンベールチーズの新棟を建設する

雪印メグミルク大樹工場




